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I 遺跡の位置と周辺の遺跡

悌J111ま、その上流において郷谷川 ・大杉谷川を介して向山山糸大日連崎を源とする、県下でも

手取川に次ぐ規棋をもっ一級河川である。能美 ・江沼丘隠のー・角を占める小松市東部丘陵地を左

岸に擁し、 ，(:;1主にひろがる能美 ・江沼山地とを区画、縦断するかたちで北流する。浮上川と合流

する軽海・遊泉寺付近で流れをほぼ90度変えて西流し、また、能美丘段南端を西流してきた鍋谷

川は、千代町山村付近でI布に流れを変えて綿川に合流、広大なノk団地帯を維で村本海にそそいで

いる。桃川中流域一帯にひろがる沖積平野は、農用適地として重要な穀倉地を形成しているが、-

}j、梯川の級流と蛇行による氾粧の記録も多い。従って、ー併の旧地形は、氾経による土砂機械、

浸食、 自然提~)jの形成等のくりかえしにより 、かとt り複雑な様相を 161 しているものと忠われる。

この流域は石川県内でも特に多くの遺跡、が集中する地域で、.t-X;川を利閉した水運の使と盟かな

農用適地をかかえて成立した弥生時代から中世にいたるまでの大脱棋なl.lH綜跡が発見されている。

また、梯川のH!.法等に伴う地形の変遷の歴史も、遺跡の分布を広範なものとしている原凶であろ

う。主要な遺跡としては、梯川中流域右岸古府町付近の洪積台地J:に平安時代を中心とした、古

府シマ遺跡 ・ト九堂山遺跡等の遺跡群が存在し、加賀国政治の要所 r}J1I賀国府Jや「加賀国分寺」

の有力な推定地となっている。また、沖積低地に埋没している微高地上にも数多くの遺跡か確認

されており、 j祭町遺跡や円江念仏寺熔遺跡 ・千代遺跡・打越遺跡等、広大な範圃を包話する弥生

時代末からの複合大規綴遺跡が形成されている。これら流域の低地遺跡は、地形的変遷や各期の

盛衰に複雑に絡み合ったかたちでの細分が当然チ想され、その実態l卓、昭和54年I:flから本絡化し

た公符防除特別土地改良事業(カドミ対策)や広域開場整備に伴う大縦模発掘によって、多大な

成果をもって明らかにされつつある。

さて、本遺跡は、漆町遺跡の西端部に位置する小松市立第・小学校々地内に作する。漆町遺跡

は、漆町 ・金尾町 ・門江町・ 若杉町の 4町にまたがる広大な複合集務遺跡で、弥生H喜代から中世

近世にまで重る多批の遺榊 ・遺物分布が、これまでの公特関述調査により確認されており、その

成果の一部が公表されている(石川県埋文 1986)。微視的には、線数遺跡(集落)の包括的総

称である面もあり、本遺跡も漆町遺跡の中にあって、 一つのブロックの一部を構成するものとし

て把挺される。ノド遺跡の西部地域は殆んど遺物の散布もなくなり、 一応j袋町遺跡群の西線部付近

に佼置するものとしても提えられょうか。ただし、梯川に接する地域では、漆町遺跡に述統する

かたちで、円江悌川遺跡 ・平面悌川遺跡 ・梯川鉄橋遺跡等が帯状に西ヘ速なるあり万を示してい

る。いずれも弥生時代中~後期にあたり、この地域でもやや古相に属する遺跡で、 また、 国鉄

小訟駅に東接して、弥生中期小松式の標式遺跡となった八H市地β遺跡もあり、地形的要素によ

っては、市街地付近における当該期遺跡の存在も充分考慮しなければならないであろう。
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E 調査の概 要

1 調査に至る経緯

昭剥159年10月、小松市IL第一小学校の講堂義体育館及びブールの学校数地内改築移転計画が:;ri

定され、本敷地内の舛1・成文化財の伝無について教育委員会庶務深より!照会があった 本校は、漆

町遺跡の丙端部にあたり、刷安LIの理厳文化財包疎地とな っていたが、講堂~，i立 F定地がグラウン

ド内ということもあり、路itによる確認が不可能な状況で、位置的に遺跡イf:(Eの確実性が懸念さ

れるものとなった。そのため、昭和59ifl2月17日.18R両日にわたり、 トレ ン1による確認作業

を実施した。その結*、工事予定地のほぼ全面にわたって古墳時代初制~平安時代の泣物を峨出

し、第一1)、，下校々地内機町追跡として 'J~前緊急、発掘調査の実施を決定す るに令:った。

事業は講堂~設とフール辿設とに分離され、昭和60年度事業として、防衛庁「教fl'施設さ手騒庁

防止対策引業」及び文部約「公立学校屋内運動場の新噌築事業」の補助てなとによる「成堂防rr改
築工事」の実施会決定、 [$持てを昭利60年6月とした。講堂部分の調査必要l自i械が約1600m'近

くあり、新年度をま って調査を開始することは、工事務工の遅延を抑〈恐れがあったため、昭和

60年3JllOnから年度をまたがり調査を実施することとなった。また、フールの述u立については

昭相61年度事業として、文部行 「公立学校施設整備費補助金 (学校体行施設補助)J による「プ

ール新設工事」が実施されることになり、昭和61年5月下旬工事行工が計幽された 本恨業に関

しても、 WtJlプール聞きという行事をひかえており、工事の遅延は汗されない状況にあって、前

年度同械に 3n J.!J1U'f f-という結果となった。
調査t'(1ま、 Hfi利60$1:皮講堂・防音改築工事についてのみ、文部省補助対象出制に!地し一部補助令

の刻、liてを得た他は、事u告-5作成を包めて市単事業として実施した。
ヲド.1?では、川'抗告11分のぷiJ.tiを第1次調査、ブール部分の調貨を出2次訓汽と して記述してゆく。



2 調査経過の概要

(第1次調査) 日首相60年3月10日~同年6月15日。調査面積 1.570m'。

建設地が運動局内に設定されたため、盛砂の除去作業を要した。このことにより、調査区が周

岡より 1m以上の深度をもつかたちとなり、安全管理面、特t.:話*時等にかなり神経をつかった。

また、調査区外唆をh比す盛砂の崩壊も、調査区内排ホ面で支附となることもしばしばであった。

0調査H誌抄
3月10日-141.:l 重機による運動場盛砂除去及び遊JÎU~~!i撤去作業。

3円13[J 作業o作業開始。澗査区内排水溝掘りと並行して訓査~内杭打ち (4 mメッシュ)。

3円14円 全体を1-VI . n' .田I • Vf'の計9区に区分し、 Iばより捕り下げを開始する。

3対251:1 1月ザよ倹出。北京コーナー付近で大講プランが検出されはじめる。

4月911 }.Op<遺構プラン確認完f。大識は 3丹a淋と b滞とに分雌して把躍する。

H灰で抗II立娃列宮下を検出するが、重複著しく棟数はイミ明のまま。

4月181:1 m -Y1I-<:遺構プラン確認完了。VP<で掘立住建物跡2隙確認。
4月25日 第一小学校6年生社会科授業で調立見学。

5月21:1 }jJm，~)滞状の遺構プランを検出。 3 号 bi持上廓より色，JT:.tI'.f:。

5月27日 10号滞完織。 1号井戸を検出し掘り下げる。米錨ピット$の完掃にとりかかる。

6月1日 全面の精査、厳終確認作業。

6円}]日 全t<?，1婦、写真掛影を行い作業員の作業を終了する。揖材洗浄。

6 H 121:1 i，制犬遺榊ち'r-板実測。レベリング作業。

6月15日 発州制査終了。

(第2次調査) n円相61年3月10日~同年5月22円 調査面積 1，060m'

第 l次調査区のriiに位置し、農道をはさんで連続する。現況は木田及び e部宅地として盛砂さ

れた部分にかかっていた。

0調査H誌抄

3月1011 出材運搬。重機による盛砂除去。

3nl1n 作業員作業l銅始。調査区内排水溝掘り。調査医内に盛砂の・;絡がチ想以 kに残存し
でお「り、人1Jによる除去作業が必要となる。

3 H29日 ようやく盛砂、俊乱土 (宅地擁壁工:ニ伴うもの)の除去を終fし、調査区掘り下げ

に入る。

4月12日 滞状遺構検出。 l次調査の10号溝との逮続性が予想、された。

4月25円 調査区内セクション図作成。

5月17日 j制犬遺摘及び土坑を完揖。実測にとりかかる。

5月22日 発掘調査終f。
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第3図 第2次調査区遺構全体図
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E 遺構・ 遺物

l 調査区の概要

発績調査区 (第 2図)

調査面積は、第 l次調査が 1，570m'、第2次調査が 1，060ばである。調査区内の区画は、 11.ぽ

磁北を向いて設計された建造物に平行する一辺4mのグリッドとして設定した。第l次調査区は、

東から西ヘA-K、北から南へ 1-10の記号を付し、rA-}グリッド」の如く呼称、さらに大区分

として、綱査区セクションベルトの設定にあわせて1-刊区.ll'区.lD'区 .Vl'区の計9区に区分

けして翻査を実施した。第2次調査区は、東から西へ1-7、北から雨ヘア~シの記号を付し、

「アー1グリッド」の如く呼称、した。

遺跡温存状況

調査区の基本層序は大きく四層に分けられる。土層堆積状況は、地山検出までの層厚が20-40

cmと概して薄く、 1-困層は灰黒色~暗灰褐色を呈し、耕作土の漸移的変化或いは慢乱による層

理面の形成と して捉えられるもので、 大部分が耕作土下において地山面の検出を見る。耕作機の

痕跡が地山面に残っていることもしiiしばで、 皿層は地山土をプロック状に含む地山俊持土と し

て把握される。この慣乱は、明治43年から大正8年にまでわたる一帯の耕地整理に起因している

ものであろう。従って、純粋な包含層は殆んど失なわれており、僅かにー部において時褐色~黒

褐色土が層厚3-5cm程度で非連続的に残存しているにすき.ない。これは古式土師器の包含層と

なっている。これらのことから、遺構覆土を構成する土層に連続して捉えられる層推積はほとん

ど認められず、遺栴確認面の層位的把握もない。

以上のように、 一部地山面にまで及ぶ撹乱によって、旧地形の詳細は不明であるが、調査区中

央部田区付近の地山撹枠が著しく 、I区北東隅に若干の標高の低下を見ることができる。従って、

調査区の大半は微高地状を成し、それをとり まく 様に3号満が形成された状況が予想される。し

かし、遺構 ・遺物の検出は、第1次調査区を主として、第2次調査区では極めて稀薄となり、全

体を通して決して濃密な分布とは言えない。遺物は、古墳時代から中 ・近世或いは現代のものが

混在して検出されており、時期的にはバラエティ ーに富んでいるが、遺構との結びつきが確認さ

れるものは限定される。

一主 E.._F F.J..G _ N区南壁
」一一ー::::::s:::::::一一:::::z::::::::: 一: 一ー---一一~ー一一ーーー二戸ーーー←一ー一一
I カクラン I d E ' f --

16 1 も7

・ ~舟.. " o m N Nm "//' 

1 田区東i¥t

E 

I層:織灰色土 E層:淡灰縄色土 皿層:I渚灰縄色土 田'層:時灰(糞)縄色土 N ~面:黒褐色土

第5園 調査区土層断面図
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2 遺構

(1) 掘立柱建物跡

検出されたピッ ト総数は158個で、ほとんどがいくつかのプロック を形成して、一定区域に

集約する在り方を示している。概ね4つのプロ ックとして把握され、その うち、掘立柱建物跡は

3つのプロ ックを構成している。それぞれのプロック内では全て重複関係を有し、狭少範囲に固

執しているかのような様相が看取される。 (第4図)

第1ブロック(ll区)

1号-5号の掘立柱建物跡が重被しながら密集する。練方向では、 1号 ・5号と2号-4号と

に二分される。2号-4号建物は南北方向を萎側として東西方向にほぼ平行に重複するが、同一

の方向性をもって関連づけられそうな多くの柱穴も、それぞれの掘立桂穴に近接して存在してお

り、建替え或いはI直後関係の把握という点で多分に検討余地を残している。

1号掘立柱建物跡 (第6図)

2・3・4号建物の北側に重複して

検出された 1問 (3.3m)X 3間 (5.3

m)の建物である。柱穴は、径4仇m程

度の不整円形或いはやや方形に近いも

のを含み、深さは4恥m前後で比較的均

等である。柱間寸法は、桁行が西より

1.9m • 1.6m . 1.8m とバラツキをも

つが、両桁とも同寸法で対応する。棟

方向はN-68"-Wである。柱穴からの

出土遺物はない。

2号捌立柱建物跡(第7図)

3号建物を内包するかたちで捉えら

れた 2間 (5m) X 3間 (5.8m)の

建物である。柱穴徒及び深さにバラツ

キがあり、概して浅い20cm程度が主体

的である。柱間寸法は、桁行が北より

1. 85m . 1. 85m・2.1mを測り、南1間

分がやや広い。棟方向はN-6・-w。

東柱列P1・P2より比較的多くの須

恵器片 ・土師器片が出土している。

。

⑨ 

ー@

2m 

第6図 1号掘立柱建物跡

(1)時簡を考慮した建物グループとIUlなる綴念であって、単に視覚的なピヅト集中区減をさす.
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3号掘立柱建物跡(第8凶)

2骨建物の内側にある 1問 (4m ) 

x3間 (5.6m)の建物。北安側住穴

のーっか鴨認されず、また、w:丙柱列

の柱問、f法にもバラツキがあり、 2号

越物を含めた関連で保留すべき挺紫を

もっ。 5号講との重複間部については

本郷立が後出のものとして捉えられた。

側方向はN-'J'-Wである。P1 . P 

2・P3から若干の須恵器片と土師器

片が検出されている。

4号掘立柱建物跡 (第9図)

2号・3号建物の西半分に棟方向を

ほぼ1;51じにして重複する 2問 (4.8m)

x3悶 (6.5m)の建物である。東側

住列で4号溝との重複により、確認で

~ そら

⑨ 

@ 

o 2m 

第7図 2号掘守;桂建物跡

。 2m 

第8図 3号掘立柱建物跡
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P2 
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P3 

⑨ 
n
vl
 

P 1 

。 2m ， ， 
第9図 4号描立柱建物跡

きなかった柱穴があるが、総じて柱筋

はよく通っている。柱穴の形状・深さ

等にバラツキはあるが、四隅の柱穴が

40-50叩とややしっかりとした深さを

もつ。西側柱列の柱間寸法は2.15m等

間隔で、他の掘立に比してやや広い。

棟方向はN-'if-Wo PI-P5で須

⑨ 恵器片・土師器片が検出されている。

5号掘立柱建物跡(第10図)

2号-4号建物南饗柱列に北桁筋が

I!ぽ並行し、 2号 ・3号建物とはやや

重複して存する、 1聞 (3.5m) X 2 

間 (4.8m)の建物である。婆と桁方

向の関係では1号建物に類するが、柱

列方向では2号-4号建物に強〈関係

していそうである。柱穴は、径40cm前 。 2m 
主

第10図 5号掘立柱建物跡
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後の円形で深さ約40叩を測り、柱筋も

比較的通っている。 P1のみがやや浅

く不整形である。重複部の柱穴群の中

での検討余地も残そうか。南側柱列の

柱間寸法は西より2.35m. 2.45mであ

る。棟方向はN-85"-EoP1・P2よ

り須恵器片 ・土師器片が出土している。

第2ブロック (V区)

H-K-1-4グリッドにある。 2

棟の掘立柱建物跡と、その他散在する

大小の柱穴からなる。 2棟の建物は棟

方向を大きく異にして重複し、第1プ

ロックの l号建物と他の関係とのそれ

に類する。

6号掘立柱建物跡(第11図)

1間 (4m) X 2間 (4.6m)の建

物。柱間寸法は深行が3号建物と同値

で広〈、桁行は 2.3mを測る。柱穴は

径40cm前後の若干四角昧を帯ひ.た円形。

深さは30cm前後で、柱筋は良く通り、

西側柱列の柱穴下底に15叩程度の柱担

穴が良好に残されている。棟方向はN

-lO-Wo P 1・P2より須恵器片・

土師器片が3片のみ出土している。

7号掘立柱建物跡(第12図)

6号建物南西コーナーに小規模な重

なりをみせる 1間 (3.2m) X 4間(

6.2 m)の建物。柱筋がやや歪み、柱

間寸法も不揃いで、北側柱列で西より

1. 6 m • 1. 6 m • 1. 75m • 1. 25mを測

る。柱穴径は40cm-6仇mあり、深さも

50cm-70cmに及ぶものが主体を成す等

しっかりしている。棟方向はN-5t-

W。柱穴からの出土遺物はない。

③
ー
ー
ー

⑧ 
P2 

P 1 J
⑬
 

第11図 6号掘立柱建物跡
。 2m 

⑨ 

。 2m 
第12図 7号掘立柱建物跡
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1'3ブロック (ID区)

8号・ 9号揖立柱建物跡 (第15図)

方形周溝状遺構に固まれるかたちで2棟が重複して存在する。両者ともに正方形を呈し、相互

に強い関連性が指摘される。 8号建物では西柱列に、 9号建物では北及び東柱列に中柱とも考え

られるピットが検出されているが、いずれも浅く、四隅の主柱とはかなり性絡的な差薬をみせる

ため、 l間x1聞を基本形とする建物の建替え拡張の結果として両者を捉えることが妥当と思わ

8号建物で1.8m、9号建物で2_5 mを測る。柱穴は、深さが40cm前後で、

径40-50cmの略円形或いは隅丸方形に近い形状を呈する。 P1以外の主柱からは礎板が検出され

ている。比較的良好な遺存状態をみせるのはP5・P8・P9で、後二者では、掘り方下底に木

材を配した後に柱根周囲の掘り方埋土が形成されていることが看取される。一応礎板と表現した

れる。柱間寸法は、

が、 P8・P9では明らかに柱根下底部に空白部を設定している点や、やや部厚く帽の狭い材を

使用している点、 さらにP4やP6・P9等の検出状況もあわせて考えれば、むしろ恨固めの機

能をもたせるためのものと解した方が良さそうである。

本掘立柱建物の柱穴からの出土遺物はなく、所属時期の確定はできないが、他の建物に比べて

かなり異質である観が強〈、少なくとも性格的に異なる建物として捉える必要があろうと思われ

る。符に、周囲を囲む方形周溝状遺構との何らかの関連性を指適することも可能で、

いては後述するものとしたい。

1'4ブロック (N区)

この点につ

D-E-3・4グリ ッドにおいてはぽ円形の分布をみせる小ピット苦手である。径15佃程度で深

さは10叩 -20仰を測る。所属時期は不明である。

自彰
P5 

第13図 8号・ 9号掘立柱穴礎板

一一一一一一一ーーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一ーー一一一一一一一一一一『一ー
一
ーー一一一一一ーー一

。

。
。。

。。
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⑨ 
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P1鋤 P2 C 毎号i
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8号錫立 中
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- ~ σ 9号錫立 @ー

o 2m . 

第15図 8号・ 9号掘立柱建物跡
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(2) 溝状遺構

溝状遺構は、 1号-11号識として確認・検出したが、調査終了時には 7号-9号満及び一部土

坑を含めて「方形周溝状遺情」として統括している。また、5号溝は調査区北辺際に楠走してい

たものであるが、近・現代の水田用排水溝と判明したため欠番となっている。同織の構は、 Gラ

インに本溝と直行するかたちで検出されており、学校建設前の水田区画の一部を示すものである。

l号溝

3号溝及び2停滞を切って交文し、N-35・'-Wのち位を測つでほぼ直線的にのびている。プラ

ンは、掘立柱穴群第 1プロック北辺付近で深さを減じ途切れる。幅は50cmijiJ後、深さ10cm前後で

断面浅い皿状を呈し、海底面レベルは北ヘ向って微妙な傾斜をみせる。出土遺物はなく時期不明

であるが、検出された遺構の中では最も新しい段階に位置付けられると忠われる。

2号溝

B-Dライン内を南北にやや蛇行しながら調査区を縦断する。 C.D-9・10グリッドの竪穴

状遺構及び4号溝を切っている。プラン上は、 3号満を抜けでB-1グリ ッドの講に一見連続し

て捉えられるように見えるが、 3号滋を横断する切合いプランの検出は成し併でおらず、土層等

の観祭から、区別して把慢される。幅50-8Ocmで、深さは10-15師、断面血状を呈し、南半にか

けて若干明確な立ち上がりをみせる。構底面の一定の傾斜方向は認められない。出土遺物はなく、

時期不明である。

3号潟(第16図)

3号溝は、調査区北東部にあたかも 4号瀧を弦とする弓状を呈しで検出された。当初は幅8m

に達する大溝プランとして確認していたが、掘り下げの段階で3号a溝と 3号b溝及び段状の浅

い溝状遺精 (3号'C. d溝)に分離され、それらが並走するかたちで捉えられた。
3号aiぬ:3号b溝外郭に並走する様である。幅は平均 1m、最大で1.8mを測る。採さは20

-30cmを測り、断面形はゆるやかな U字状を呈する。水流方向を示すような湖底面のレベル的差

は認められない。廓序は、 3号b溝上層が本j裁のほぼ金屑に対比されるかたちで把握された。出

土した土器は少量であるが月影H式期のもので、殆んどは溝底直上付近の出土である。

3号b溝本開査区内最大規模の鴻である。本識のさらに内側にいく つかの鴻 (c. d 溝他)

が存在するが、非常に浅い皿状を呈したり、低い段を形成する程度のものであるなど、プランが

不明確である。b溝は、 C-2グリ ッドで幅3.7m、深さ70-80cmの最大fll1を測り、下底部に不

整舟底状の深まりを符する。他は幅約2m、深さ30-4Ocmを測り、断面形はやや不整なゆるいU

字形を呈する。底面レベルは、 C-2グリッドの深まりに向かつてゆるい傾斜をみせ、最大深を

測る位置から北ヘ直交してのびる B-lグリ ッドの小溝は水流 (排水)面で関連付けられる可能

性がある。府序は、 C-2グリッドで12層にわたるが、他は基本的には6府区分で、1. 2層lま

表土層或いはその影響下で提えられる層、 3層 ・4層 (3号b溝上層と呼称)が3号a溝全層に

対比させることができる。この上層が主たる遺物包含層で、 3号a溝下底遺物と同期であるが、

一時 一



遺物遺存状況は極めて悪〈、 Cー 2グリッドを中心として小破片が給集し、個体上のまとまりも

みられない。遺跡全体の撹乱状況との関連でやや不安も残る。下婦は無遺物層をはさみ、 8-3

グリッドの下底に襲胴部と思われる同一個体土器片が31片検出されているにすぢない。この下底

遺物と土麻遺物は明らかな層位差を有しているが、下底遺物の器形属性検出は困難で、型式対比

はできない。ただし、胎土1;1:巽質で、径1-2mmの荒砂粒を多量に混在する悪質なものである。

ー セクシ ョンの5層と 6層の間層として、炭化物片を多量に含む薄婦が認められ、 4号溝・

方形周溝状遺mで検出された炭化物層との対比が指摘できる可能性がある。
4号溝(第16図)

南は A - 9 グリッドから北は J-1 グリッドまで調査区を斜断するように N -50~Wの方位を

もって直線的にのびる。幅は 1m前後、 i奈さは30-40cmで断面はU字形から逆台形を皐し、全体

を通して形状の変異は少ない。底面の一方向へのレベル的差巽は認められない。2号海及び掘立

柱穴に先行するものであるが、遺物は一切検出され・ておらず、所属時期は不明。セクションでみ

る炭化物婦の存在及び土質等を積極的に評価すれば、方形周溝状遺構(古墳時代前期)との共時

性が指摘されょうか。

6号溝

D-7・8-8グリ ッドにおいて、掘立柱穴群第 lプロ ックに一部重複し、 4号満に平行して

存する。幅40-5伽n、深さ 5-1伽nの断面浅い皿状を呈する。土師器片が2片出土している。古

墳時代前期に位置付けられよう。

10号溝(第16図)

第1次醐査区西南隅から 4号潜と平行するかたちで検出され、第2次調査区でも連続して捉え

られる延長部を検出している。(10-2号溝)直線的なプランをもち、 J-3グリッドでやや屈曲

する。幅は1.5m-2mを測り、屈曲部以東では若干幅を減じ 1m -1.5 mとなる。深さは約40

cmで断面形はゆるいU字状からやや逆台形に近い形状を呈し、 3号満に次ぐ規模をもっ。フク土

は、 3号b溝上層、方形周溝状遺構と同質で、下部層主体に同期遺物が検出されている。

11号溝

E-10グリッドから 1-6グリッドにかけて、一部蛇行しながら10号満にほぼ平行に存する。

幅40cm前後、深さ15-20cmで断面は逆台形を呈し、小形ではあるが、しっかりとした形状をみせ、

全体を通して変異も少ない。時期不明であるが、方形周構状遺構を切っている。

(3) 土坑

本遺跡からの検出土坑は少なく、第1次調査区では、方形周溝状遺構に統括された2基のみ、

第2次調査区で、単独でl基検出されている。不整惰円形を呈し、長軸1.7m、短軸1.3mを測

る。近・現代の擾乱・削平により上部は失なわれており、検出された深さは 5cm前後である。古

墳時代前期の所産で、土器細片が多量に検出されている。
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(4) 竪穴状遺構

C.O-9・10グリッドにおいて検出した。円形に近い隅丸方形を皇し、径約5.5mを測る。

立ち上がりは比較的緩傾斜で、深さは10cm程度である。フク土は淡暗補色の単層で、 2号溝によ

って切られでいる。本遺摘上層部において須恵器の集中がみられる。性格等は不明であるが、平

安時代に位置付けられょうか。

(5)井戸 (第16図)

調査区南東関A-9グリ ッドで1基のみ検出されている。}j形縦板組横桟型の井戸である。弁

側lま東南側二辺において土圧による変形と崩壊が著しい。平面形は、 一辺 1mの正方形に制煩さ

れる。側板は幅15cm前後、厚さ約3cmで、現存最大長は120cmを測る。横桟は 5cm X 10cm断面長

方形の角材を用いている。掘り方は平面方形を呈し、井戸としては浅く、 130仰で下底部を検出

した。

出土遺物としては、弁戸枠中層付近より、土師器 (第30図9-11)及びその他須恵器の壷成

いは賓の胴部破片が検出されている。平安時代も10世紀中葉以降のものであろう。

描立柱建物跡一覧

建物番号 方 位
柱 間

桁行 m行 験出区 備 考
(桁行×梁行)

1 ~}錨立 N-68"-W 1間x3間 3.3m S.3m E区

2号錨立 N- ~- W 2間x3問 S.Om S.8m E区 柱穴出土遺物あり

3号錫立 N- 3'-W  1間x3悶 4.0m S.6m E区

4号孤立 N- 8"-W 2間x3問 4.8m 6.Sm E区 往穴出土遺物あり

5号銅立 N-8S. -E 1間x2問 3.5m 4.8m E区 // 

6号掘立 N- 1"-W  1間x2間 4.0m 4.6m V区 // 

7号錨立 N-51. -W l附X4問 3.2m 6.2m V区

8号錨立 N-2T -E 1間x1間 1.8m 1.8m 田区 礎板(般国め)有り

9号鋸立 N-4T -E l間x1間 2.5m 2.Sm 田区 '" 
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4号議土層注

l彬 濁1I-1H賞)総色土:j泉純色土を主体と し、淡策術色土プロ ック(2 mm- 2 cm)を多盆に含む。
2属 議{灰)tlij色土 ・淡武術色土ブロッ ク(2mm-2cm)をやや多く含む。

3馬車 線灰椋j色土 2廓よりやや淡l'。淡1Ii.・網色土ブロック (l -5 mm)をやや多く含む。
4膚 φ :黒色の忌も強い層。淡策綱色土プロッ 7( I cm)をH抑止含む。

5~量 ク : Il<.褐色が全体に強いが、黒色土手立を多誌に合念。

l' -5' Iま地山の砂質ftの影響を受けた土格。 太線{j:.炭化物片R君。

1m 。
ヒ工E口コ

A 

4~ミミ事ず7-

10号満土層断面図

A 

10号議土層j主

1 ，画 祭iJd色土

2層淡灰潟色土
3層 泉潟色土 :J'Ja色が最も強いが濃淡あり。1也山ブロ yク(1-3cm)を時折合み、白色綱総を少録含む。
4R露 。 :3泌よりやや淡く、弱い灰色を滞ぴる。

5馬車 黒灰絹色事占質土 :灰色を強く滞びる。
6層 灰黒色粘質土 :黒色土を主体として、灰色を滞びる。地山ブロックを時折含む。

:8色縦続を多誌に、 1i.総色ブロ "/7をやや多く含む。

溝状遺構土層断面図 (S= 1 /40) 第16図
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第17図 10-2号溝土層断面図 (S・1/40)
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l層 E昔灰補色砂質粘土:白色細粒を多盆に含む。
2膚黄白色砂貧土。

1m 

第四国 1号土坑 (S四 1/30) 第四国 l号弁戸 (S= 1/30) 
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(6) 方形周溝状遺構

第1次調査区皿区全体を取りかこむかたちで検出され、内側には8号・ 9号掘立建物がある。

当初は、東辺の長方形及び方形の土坑をそれぞれ 1号土坑として確認し、・ 2号土坑北辺の溝を

7-9号溝としていた。全体が明らかになるにつれて、それぞれがほぼ方形のつながりをみせる

一体的な遺構として捉えうる観が強くなり、溝の分断等の多くは上部の擾乱作用に起因している

ものと考えた方が妥当と思えるに至った。

全体の形状は、 一辺約17mのやや不整な隅丸方形を呈し、東辺に幅約3.5mの開口部がみられ

る。周溝は、幅約0.5m-1mの溝2-3条が並走そして重複する様にめぐっており、従って、幅

いんの変築は激しい。また、それら溝の内部においても、土坑状の深まりを非連続的に形成する

など、全体に複数減をたぱねた様な在り方を呈する。ただし、それぞれに明確な前後関係は把握

されていない。上部の嫌乱が左布して、総じて浅い皿状を呈し、最も深いところで20cm程度を測

るにすぎない。東南部、竪穴状遺構にかけての溝は、痕跡程度のもので、 プランとしては確実視

し{辱ない。

土層は、白色細粒をやや多く含んで、若干濁った暗褐色~黒褐色を基調とする。都合5層に分

離されるが、 l枚から 2枚の炭化物片を敷きつめたような層理面が形成されており、遺物のほと

んどは、この下位炭化物腐の直上か (図版 4 )、地山直上で検出されている。この 2枚の炭

化物面は4号溝のもの、及び3号b溝層に通じるものと思われる。

遺物は、東辺の土坑状の2ケ所及び、西辺に極だっ集中をみせ、本遺跡にあっては、質・量と

もに最も良好な遺存状況といえる。また、西辺には、長径20叩前後の情円の河原石が16個散在し

て検出されており、確実な梅入品である。土器は蓋類が特に充実して認められ、他に、高t不や器

台、台付長顕壷等{共献関係の土器へのかたよりが指摘される。

8号 ・9号掘立柱建物跡との関連性について

8号・ 9号掘立建物跡は、柱穴からの土器出土がみられず、所属時期は不明であるが、性格的

に、他の掘立建物との相違性が指摘される。正方形を基本として規模の差異をみせるこの二棟は、

同様な機能にあてられたものの建替えとして理解されよう。従って、性格としでまず考えられる

ことは、他の掘立の一部と併存する倉庫跡としての捉え方である。グループ聞の共有を示唆する

様な中間的位置に倉庫が設置されることは時折認められることで、第 1プロックと第2プロック

との共有の位置という積極的な評価も許されょうか。しかしながら、むしろここでは、方形周溝

状遺構に開速するものとして注意しておきたいと考えている。それは、当該期における下記の様

な類例の存在に鑑みてのことであり、可能性としての指摘にとどまるものである。

類似遺摘の検出例としては、富山県上市町江上A遺跡SB14・SD03のセット、同町江上B遺

跡SB 111・SD 020のセット(上市町教委 1981)、金沢市新保本町西遺跡1号住居社(金沢

市教委 1985)があげられる。江上A遺跡例(第20図 )は、径17mの馬路形溝で若干隅丸方形

状を呈し、海幅は 2m-3mを測る。中央部に 1間 (2.8m) X 1間(2.8 m )の建物を有し、
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柱穴には礎板が残存している。出土遺物に、玉工房にかかわるものが多くみられる。江上B遺跡

例は、径約17mの環状溝であるが、やはり一部に開口部をもっ。海幅はやや狭くなり、約3仇m-

60叩を測る。中央部に 1間 (4.5m)X 1間 (4.4m(4m))の建物を有する。報告では、これら

全体に竪穴住居祉との可能性を指摘しており、床面積は実に 214m'に及ぶことになる。金沢市新

保本町東遺跡例は、江上A遺跡例に類似し、径約12mでやや隅丸方形に近い馬蹄形を成す。溝幅

は約40cm-130 cmを測る。中央部の建物は 1間 (2.8m) X 1間 (2.7m)で、本遺構についても

全体として竪穴住居祉との可能性が示されている。

さで、本遺跡との共通点としては、周溝の一辺に掘り残しの開口部を有すること、周溝径が江

上両遺跡に近似すること、 9号掘立の柱間寸法が江上A遺跡 ・新保本町東遺跡例と近似値を測る

こと等があげられる。江上B遺跡と新保本町東遺跡は、これを竪穴住居祉との前提に立って、大

型住居の一様相に加えている。ただ、これらを竪穴住居祉とし、壁周溝と認めた場合、柱穴から

壁までの寸法の異様な拡がりや、周溝幅等に、疑問が生じないわけでもない。これら周溝はむし

ろ住居外施設との理解が妥当性をもってくるように思える。漆町遺跡チュウデン地区の調査(石

川県埋文センター 1986)では、 1号竪穴住居祉の周囲を環状に遡る溝が検出されており、その

径は17.6mと極めて近い状況をみることができる。立地等の関係からの追求も必要となってこよ

フ。

本遺構で残された問題点としては、先に倉庫跡としての可能性を示したが、周溝と掘立建物が

全く分離されるとした場合、周溝の性格が問題となってくる。当初本溌を方形周溝墓として捉え

た経緯がある。それは、出土遺物が蓋等が聾類に比して顕在化した状況がうかがえたためであり、

供献関係土器の卓越が他の遺構との性格の相違性を示している様に思えたからである。このこと

は、掘立建物との関連で捉えた場合においても同様な問題点をもっている。これらのことは、遺

存遺物の偶然的な偏りを示すにすぎないのであろうか。江上A遺跡での玉工房関係資料の検出や、

大形住居との関連性を仮に考慮した場合に、ある特殊な場としての検討余地は充分に残されてい

ると言える。

色 一、
上市町江上B遺跡

第20図 環状溝を持つ建物
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3 遺物

(1) 弥生時代末~古墳時代前期の遺物

本遺跡出土の土師質土器については、その破砕・磨滅か漕しく、包含層出土の大半lま、時代判

別の困難なものばかりであった。 第24図須恵器の接合・グリ ッド別出土点数概念図でみるように

包含層全体に及ぶ広汎な撹乱作用が大きな原因と言える。掘立柱建物跡及び伴出遺物を有しない

遺構を除いて、全て当該期に結びっく遺構であるが、各遺幡、一括資料としての組成及び点数の

乏しさは否めない。また、遺物の遺存状態は極めて悪〈、器面はほとんど剥落し、調盤等の詳細

な観察を成しmたものは皆無に等しい。実測遺物については、饗類の大半は、口縁幣だけの完存
率でみても、50%を越えるものは 1-2点で、口縁径についでは推定値による復原実測が大半で

あることを付記しておく 。以下に、遺構毎に簡単な状況等の説明を加えたい。

3号b-d灘出土土器(第25図)

上層遺物のみが図化の対象となった。土器は細片主体で、後世の自覚乱が予想され、 20の様な新

しい段階を示すものの混在がみられる。装飾器台の破片(17)が検出されている。また、凝灰岩

製と思われる勾玉がl点検出されている。長さ 2.仇血、幅 1.lcm、厚さ 0.7cm、重さ 3.39。

3号a溝(第26図21-32)

ほとんどの遺物か吋底部付近よりの検出であるが、土器片総点数は70点と少ない。費・高郎 ・

鉢の三種の組成のみを知り得る。

10号満 (第26図33-37)

土器片総数25点と極めて少ない。一応、費・高杯・鉢・蓋がみられる。

10ー 2号溝(第27図)

第2次調査区で検出したが、形態・位置等から、 10号溌と連続して捉えられる可能性の強いも

のである。47は器面の損傷で詳細な観察はできないが、庄内系タタキ翻整棋と思われるものが胴

部にかけて認められる。口縁は外傾弱〈、やや内湾まみに立ちあがる。 52の高却は、やや柱状に

近い脚部が四方の透穴を機に強〈ラッパ状にひらくもので、 81とほぼ同様の形態をもっ。蓋二点

は比較的小形で部厚〈ポデッとした感じのものである。

方形周溝状遺構(第28図・第29図)

本遺構では最も豊富な資料を得た。褒は無文の有段口縁をもつものが目立ち、 60・61の様な能

登形に類するものが加わる。褒類の出土は比較的乏しいと言え、蓋・高j手・器台等の供献関係土

器が量的に充実している。蓋は、器厚薄〈外反ぎみに強く聞き、裾部径が大きくなるものと、紐

・体部ともに部厚で小ぷりのものの二種が主体である。 68は台付の鉢形土器との区分はややあい

まいである。高郎では、椀形の1手底部をもっ77か唯一杯部の形態が推されるもので、 一担屈曲し

たのち、外反して長く伸びる口縁がつくものと思われる。他に、有段脚となる器台 (83)、II.ぽ

完形で出土した台付長顕壷 (78)が検出されている。また、竪穴状遺構の下底部よりの出土であ
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るが、本遺構に伴うと考えられる石銭(第23

図)が一点検出されている。凝灰岩製と思わ

れ、長身で挟りの比較的浅いロケット形を呈

するものである。長さ 3.7側、幅1.9cm、厚

さO.5cm、重さ 2.1gを計る。

以上、全体を概述したが、 ー遺物の希少さや、

遺存状況の悪さ等から、特に類別lま行なわな

かった。聾形土器にみる有段口緑の在り方や、

く二〉
台付長顕査、装飾器台等共伴遺物の形態的特

徴から、ほぽ月影E式期に比定しうるものと
方形周溝状遺構出土石鍬(S= 1 / 1) 第23図

0-20点

70-

第24図
須恵器の接合(下)・

グリッド別出土点数(上)

概念図

31-40 

41-50 

51-60 

21-30 

61-70 

考えられる。

口

図

園

剛

昌

圏

掴

-23-

(上)鋸立建物周辺の集中傾向
はあるものの、低地への

流れが指策される。

(下)広汎なグリッド間接合。
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土器観察表 (1)

3号b-d (第25図)

番号 器緩 法鼠{個}

聾 u iI 12.8 

2 I! 口 径 17.2 

3 I! III~ 18.6 

4 I! ロ後 16.0 

5 !f ロ後 23.8

6 聾 ロi量 13.4

7 I! ι11量 14.7

8 ' n I韮 15.4
9 !f 口径 17.0 

10 聾 ロ1* 15.6 

11 曹 一
12 電E IS "'1韮 5.8 

13 首足 司島 経 t量 2.6 

14 嵯 11! 量華経 5.4 

15 E主

‘ 
ll:iI 5.0 

16 董 つまみ絡 4.0

17 量産.15台

18 胸 偲 11(111械 14.4

19 高婦制再E 一
20 制 島』 一

3号a溝(第26関)

21 I! 口餓 18.0 

22 I! 口径 18.4 

23 要 口俊 22.4

24 I! 口径 18.0

25 聾 口径 18.4 

26 I! 口径 17.9 

27 高 t亭 臼後 19.6 

成形及 び調型産

ロ.111:外/綴P!l11l3を厳選・内/ヨヨナヂ
鋪邸:外/ヨコナデ ・内/へ予ケズリ

ロ緑111:外/厳凹.6を償却 ・内/不明
瀕車~ :外/不明 ・内/ヘラケズq

白血量1':11:外/磁的織を値llt.oll'内/不明
到11:外/ヨ コナデ ・内/へ予ケズザ

不明

ロ総書匹:外/催回線4を纏ul・内/不明

口総邸:外 ・内/ヨコナデ〈無文)

口総I':I!:不明l
腕郎:外/ハケ自 ・内/不明

白紙$:不明
鋼部:外/ヨコナデ・内/不明

白紙徳:外/随凹線1を徳銀 ・内/ぷ叩I
鎖I':I!:外/ヨ 2ナヂ・内/不明

口縁部・不明
量_111:外/ヨコナデ・内/不明

U縁t'Z:外/3:>ナヂ ・内/不明
B・刷121:不明

ぷ 暗l

不明

不 明

不明

不明

不 明l

不 明

ボI!II

口総歯車:外/鑑凹線6
内/受1lI!3:>ナヂ不(その他は不明}

銀邸.外/ヨコナヂ・内/ 明

日縁偲;外/償問織8
内/受鶴ヨコナデ{モの他は不IIJJ)

釧部:外 ・内/ヨコナデ
~I':I!:外/不明 ・ 内/へラケズリ

口縁115:外/厳凹56・内/不明
頭郎:，f司円

白紙1111:外/緩凶織S・内/ヨコナデ
BI.創1$:外/ヨコナデ 4 ハケ目

内/ヘラケズリ

目録IS:外/録曲線S・内/不明
鋪 .1111:外/ヨコナデ『ハサ自

内/へラ7ズリ

口健IS:外/貨凹53をEI:I'内/不明
頭車.:不明

保1111:外/へラミガキ ・内/不明

一件ー

色 .= 胎土 焼成 自由 考

il灰褐色 砂U，lP. やや4良

画監灰尚色 妙t虫館 ぷ 良

外/鎗灰憎色
砂u瞥 やや不良内/版白色

綾~褐色 例措 -1' ~昆

外/淡O(縄色
砂t~官官 ぷ 良

内/位灰褐色

1長灰糊色 砂純¥!i やや不良

外 /Q~足禍色
砂t~悼f やや不良 !倒郎外面にススイ・t:n内/灰白色

淡侵灰縄色 砂>>.~軒 不良

凝灰絢色 砂純~~ -1' 1通

t覧請(11)色 砂校~ ややぷa

続賞制B色 砂純車1やや不良 島胸4郎外曲iにスス付痕.j'f 厳1fI11SI:tI長合

外/淡，A;縄色色
暗Ii縄 砂位相官 やや不良
内/跨...褐色

.tx褐色 ~tU曽 ややぷ良

~貨制色 妙fi.相時 やや不良

外/筏灰憎色

l肉ι鳳fM_色制色
砂UI! やや-1'9.

淡IIh配偶色 砂位制 ，手段

書長明lt正裕色 ~tt揖i やや良 ，~合1fl 2

後D<槌世主 砂t~:tt やや-1'良

談纏灰憎色 tJ>N:割l やや良 巡(1量し0J.l2，2叩を}舗llt.

ilt足柿色 O>純.1kやや.{C良

外/淡灰綿色・

内/民淡灰色他色
砂fH~ ぶ t見 外耐κススf-t.l7

外/絞灰K:色

内/淡81灰他 砂舵~~ .{C 良

色

淡t正補色 砂fl街 不良 Bll':I!tζt量合鍵l

外/桜貧褐色

内/議銅色
砂絵占EややぷA

8提灰褐色 砂t立並 ぷ A 外由κスス付n

絞iI1栂色色
Il灰縄 砂飽占E .{C 良 OlSt'"合.1

外/銀績灰灰色
内/ 褐色 砂n割1 やや良



番号 2詩極 i! . (岨} 成形及び調 整 色 司自 月台 土 ~ j成 備 考

28 Z可 I.{- 。也 23.4 不明 波紋織色 砂位制 やや不良

29 n 』手 一 不 明
外/儀鼠灰笹原色
内/総 砂位輯1やや-I'J量
色

3D S本 ロ絡 12.2 不明 '*灰縄色 妙段構I やや良

31 鉢 ロ I~ 13.3 不明 t量貨灰色 砂n術 やや-1'&
ト一一

外Il.思量B色1l1.瓦色
つまみSZ::外・内/ヘラミガキ

32 首E 一 内/~自O都Qt内正色 砂n割lやや-1'良
11，($:外/ヘラミ ガキ ・内/不明 つま/み 向

胤色

10号満(第26阿)

33 J! n i:量 19.8
11総郎:不明

淡拍;制f!l 砂純制甘 不良鋭部:外/9::>ナデ ・内/不191

34 irJ 』事 一 ポ申l 償灰証』色 妙紋担l 不良

35 S事 一 ボ 191 自良債灰憎色 紗f世相lやや-1'良
ト一一

36 自E つまみ縫 3.0 -1'事l 後fJ<!叫色 砂l~l'II やや不良

37 ~i: 邸 成後 5.6 外/へラミガキ ・内/不明
t量点憎色

砂'1:~~ やや良 内外tluKスス付:1以白色

10-2号・鴻 (第27凶)

38 J! 口健 14.6 
口縁111:外/厳l1J1Q5を6l.:tl.内/ヨコナヂ

書提k正4畠f!l 砂組密 やや良 外IiiK'えス付li顕 ・創邸・外/ヨコナデ ・内/へラケズリ

39 J! ロ係 17.3 
白紙邸:外/鋸回線11・内/3::>ナヂ

後t正褐色 砂蛇管 やや良量.，.:外/ヨコタヂ ・内/ヘラケズ明

4D 慶 ロ 俺 IS.8 
目録111:舛/厳白線7・内/3::>ナヂ

自民灰樋色 tm悼f やや良 外面に'"スfHl湖毎:舛/ヨ コナヂ ・内/へラケズリ

41 J! Ui:量 18.6
白紙郎:外/厳iltt事2を11:11

後灰泌色 砂li調i 良 外耐IζススfU.内/ヨコナデ『街頭庄痕

外/a縄色
42 J! ロ餓 23.8 DW$:外/縦凹線3を6liW '内/不明 '*灰尚色 妙n梅 やや不良

内/淡灰僧色

43 J! 
白紙1iS:外/厳凹織6を6lile!'内/不明

決伏鱒色 砂nmやや不良 外lfiilcスス付.n串lBII:不明

44 
1・ 淡1..Icl晶色 砂絃慌 やや』主

ロw官官:不明 外/唱淡も灰1IIi!l
4S 聾 u i:長 19.4 ~郎: 外 /'3::>1'デ ・内/不明 内/ 尚色 紗松嶋i やや1見

嗣郎・ -I'PJJ 後II!.灰色

46 Iil: 郎 hl:B¥ 2.4 -1'叩i m糊色 妙脱船f やや良 内外l~ilCスス付:1

11縁部:外:外/ハケ目〈紛〉 ・内/不明 外/淡氏側色
47 盗 日後 13.2 制1iIS :~U'、ケ自{揖1) ・ 内/不明 /J.¥色 砂位相官 やや不良 IJl合縦1

(タタキ(?)) 内/波畠褐色

48 量量 ぷ叩i ~Vë l叫色 妙純桂fやや不良 償合111

49 鉢 口俊 14.6 白紙郎:~外 /桜Jl!Jl$IO ・ 内/不明 後t正褐色 ttt1.1fl やや~良

外/淡灰褐色

SO 小砂 鉢 不明 内/自後駐灰車量褐縄色色
紗純割tやや不良

外/綾灰僧色
SI A 1.(. 荷量1111量 12.4 不明 後四E縄色

内/後灰憎色

S2 

‘ 
11- .，.後 13.6

.邸:舛/へラミガキ
灰白色 ttll鰍 やや良

遜し孔4(径0.5ω
内/-ftSナデ{それ以外は不明} 外JtiK一億スス付:n

53 軍 ロ後 8.0 
つまみ111:不明

灰白色 砂Il相官 やや不良信ftS:外/へラミガキ ・内/不明

一件ー



成形及び潟 書E
6・2管

不明

1号土坑(第28図)

僚会飽l 

ロ録郎:外 /3::>ナヂ ・内/不明

方形周溝状遺構(第28凶・第29図)

57 聾 ロ緑嗣邸・不:明~ 
繍・ 郎 /3::>ナデ 4 ハケ目・内/不明

後灰褐色 砂mr.-f'良 外面広一郎スス付務

58 I! 口径 13.8 
目録郎:外/鍛凹線3をillll・内/不DJJ
矧郎:外/ヨコナヂ ・内/ぷDJj 淡~灰色 砂tt輔lやや不良

59 事E 一 不 明 以内色 妙総統 -f' 良

60 I! 口径 20.4 不明 淡灰制色 砂t~制l 予やみ1昆

61 聾 白筋 23.2 不明 外/淡灰畑f!l
妙位~ 不良

内/灰白色

62 庇 部 峻筏 4.8 不明 灰白色 砂雄割 やや不良

63 血E 悠 正u量 2.6 ボ叩i 灰白色 砂艦隊 ややぶ:A

64 曜E 邸 雌後 2.5 不明 厳灰縄色 砂絵相官 やや不良 庇811穿孔〈後 1.0帽}

65 S事 口俊 34.4 不明 続賞褐色 砂tt睦fやや不良

66 ‘昆 ロ縫 14.5 不明 外 /i議糠問担灰色縄 妙ttm やや不良
内/

67 台付11:. .oa後 13.0 不 明 内外//続後灰灰色縄色 砂位暢 やや不良

68 • つ口gまZ径みE縫182660 4 不明 被t正割E色 砂tt組 やや不良

69 遭 つまみ113.8 不明 外内//綾後銀灰灰灰色補縄色色 砂tt純 やや良 外面κ-oaスス付着

70 事E 不明 灰白色 砂t主唱E ぶ E昆

71 ヨE 一 不明 自 色 砂Ultf 不良

72 2量 口 俊 9.4 不明 ~灰僧色 紗tun やや良

73 • U強 10.0 不明1 後灰縄色 砂t立密 やや不良

74 蓋 不明 淡割量灰縄色 砂紙調lやや不良

75 11 不明 自 色 砂松輔lやや不良

76 11 制11l!:外/不明・内/へラケズザ 灰 白 色 砂組組 やや不良

77 脚台部 不明 富良灰尚i色 妙t~割l やや不良 傍合縦l

78 合付量E 鱒m口郎H笛経匝 7..8 0 
210 3.4 
不明 灰白色 砂並立主 やや不良

79 高t革脚. 一 不明l 被賞縄色 砂舷組 やや不良

80 高t革胸邸 一 不可i 外内//色間渡貧灰褐褐色 砂絵組 やや良 遜し孔3(110.600) 

81 Ii略.・ 一 "自S:外/不明 ・内/ナヂ ・，、ケ自 灰白色 砂能組 やや良
透し孔3
{溢0.5.，.-0.8圃}

82 高t事.oa .oa :外/不明 ・内/-IJK，、ヶllIil" 灰白色 砂4宣包 やや良 透〈径し孔0.3を.117 00) 

83 高保胸館 不明 外内//調灰海E底灰白色抱色負 砂組制 やや不良
遁 し孔2を.11
径0.6帽〉

84 .縄.111 .oa後 13.0 ぷ明 自民貧縄色 砂駐車目 やや不良 還 し孔lを傭偲

85 高t亭.oa 一 不明 灰白色 砂縫租 やや不良 過し孔 lを同医師

-31ー



(2) 古墳時代後期~平安時代の遺物

本遺跡より出土する須恵器は、大半が平安時代中期に属する製品で、器種もj手蓋・有台1手・無

台時 ・無台盤・有台皿 ・無台1宛・有台i宛・徳、利形小瓶・広口鉢・指鉢・笹口萱・双耳瓶・曹と豊

富に存在する。上記の時期以外の須恵器は古くは6世紀後葉頃から 9世紀前糞頃までの製品が出

土しているが、出土量は僅少で須恵器総数の 2割程度でゐる。以下に古漬時代より順に説明する。

12-18は6世紀後楽-7世紀後楽;二位置付けられる。12-14は口縁部立ち上がりの有る祁身。

14は底部付近にヘラ削りを施し、口縁部立ち上がりはしっかりした形態で、須恵器では最も古い

製品と思われる。12・13は口縁部立ち上がりが縮小する製品で7世紀代に入る製品。17・18は口

縁部に返りを持つ郎葦で、 12・13に後続する時期の製品と考える。

19-25 . 126 . 127は吉岡康暢氏の須恵器編年(1)における第1段階I期に位置付けられ、 8世紀前

葉の所産である。27-34・128は戸津5号窯式期頃の製品で、 8世紀後葉-9世紀前築頃の所産と

考えたい。

1・3-8・35-103は平安時代中期の所産である。j不蓋は無鎚(1 )の製品で、口縁部の折り

返しは微弱である。有台j手lま底径が縮小する傾向に有り、体部下端の屈曲はなだらかな製品。無

制不は身の深いタイ プ (41)と身の浅いタイプ (46・47)が存在するが、いずれも器肉を薄く仕

上げる。無台盤はほぼ厨平なものに統一され、体部が長くのびる製品は存在しない。有台皿は断

面台形を呈す長い高台をもっ製品が主体的であるが、 57のようなひしゃげた高台を持つ新しい傾

向の製品も存在する。無台筑は底部付近にへラ削りを施す製品が1点存在する。有台摘は大形 ・

中形の製品が存在し、高台の形態は長〈外にふんばるものが多い。以上の郎蓋・有台H・無台郎
無台盤等の須恵器的器種については、 j不蓋が無紐化する段階(2)以降の製品ではあるが、これらの

器種の終駕期と考える戸津35号窯式期の製品は存在せず、戸津9号窯式期の段階で当選跡の製品

は消滅する。これに対して、須恵器的器種の終駕に伴って主体的な器樋となる有台皿 ・無台椀 ・

有台椀等の土師器的器樋については、 その大半の製品がそれらの器種の出現する段階(3)に位置付

けられる製品であり、退化傾向にある製品は有台皿の中に僅かに認められる稜度である。以上の

様相を総体的に考えれば、戸海54号黛の段階~戸津44号黛の段階に位置付けられるだろう。

土師器は無台椀 ・有台椀 ・小形雪量・長胴聾の器種が存在する。削-117は平安時代中期、上記の

須恵器に伴う時期の所産と考えたい。有台椀は内面黒色処理した製品が半数近くを占め、高台の

形態も長〈外にふんばる製品である。費類はいずれも口縁部が逆くの字状を呈する形態である。

9-11は上記の土師器より後出する製品。これらは1号弁戸より出土する一括遺物で、策灰褐色

を呈す焼成良の製品である。無台坊は大きめの底部にやや身の浅い体部がつくタイプで、底面に

回転糸切り痕を残す粗雑なナデ調整の製品。有台椀は通常の輪高台から外傾する体部を持ち、全

面を粗雑なナデ調整する製品。これらの様相は田嶋氏の土師器緬年(4)におけるVI期に比定できる。

以上の須恵器 ・土師器の他に灰柑陶器 ・緑軸陶器 ・瓦が存在する。いずれも平安時代中期の所

産と考えられる。(5)
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(1) 吉岡胴udr第三部第二主主 奈良平安時代の土器編年j r東大寺側諸江庄遺跡』松任市教育

委員会 ・石川考古学研究会 19 

(2) 南加賀古家跡群において祁蓋が無紐化する段階は戸津54号窯式であり、それ以降の須恵器

は3段階6細分に編年可能である。つまり 1段階は従来提唱されている(吉岡氏前掲論文)

戸津9号祭式にあてはまるもので、その中で戸津54号窯式 ・戸津39丹黛式に細分できる。

2段階は戸津4号黛式にあてはまるもので、戸津35号黛式・ 戸神44告す祭式に細分可能。3

段階は戸津3脅祭式にあてはまるもので、戸津56号祭式 ・戸津48号黛式に細分できる(望

月糊司・樫田誠 r戸津一第4・5次発掘調査概要報告書』小松市教育委員会 1980)。この

3段階編年は田嶋明人氏の提唱するVI-V3期にあてはまるものである(田嶋明人「百議

第2節 9世紀後半から13世紀にかけての土師器の変遷j r漆l灯遺跡1J石川県立埋蔵文

化財センター 1986)。

(3) 南加賀古語足跡隣において有台皿が出現するのは、戸津54号線式またはこれに先行する戸津

31号黛式からであり、第 l段階に生産のピークをひかえるが、 戸津44骨祭式には減少する。

無台椀Ij:戸部54号祭式には出現するが、一定量生産されるのは戸浄39号窯式からである。

有台筑は戸海39号黛式より出現するが、一定量生産されるのは戸津35号否認式間以降であり、

無台却をとともに供謄器の主体的な器種を構成するようになる。

(4) 田嶋明人氏の前掲論文。

(5) 灰柑陶器は三ヶ月高台の内側の内轡が弱くなるもの (1l8)と低い高台を付すもの (119)と

が作在する。折戸53号祭式に比定できる。緑軸陶器(lお)はやや外展する而台の内側に浅

い凹みを入れる有段の貼付高台の形態で、青灰色の硬貨の紫地に緑色軸が底面を除いた部

に施されている。この艶品も灰紬陶器とほぼ同時期の製品と考えて妥当だろう。
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(3) 中世以降の遺物(第33図-13-19、第34図ー1-18) 

中世以降の出土遺物としては、加賀古窯製品 ・越前古窯製品・殊洲古窯製品及び、中世土師器

や中国製の青磁・ 白磁類、幕末の若杉古窯製品の焼物、他にキセル・硯等が包含JfRより出土して

いる。し かし、それらの量は多くない。第l次調査で、(第36図-13・14・17・18、第37図ー1・

3・6・7)が出土し、他{ま第2次調査時の出土である。

越前古銭製品(第36図-13-16、第37図ー5) 

図示したものは、饗の押印と査の口縁部分であり、他に器形のわかるものや押印はなかった。

(第36図-13)は、縦線に正格子を組み合せたものであり、(同図-14・15)は、「〆」印に縦 ・横

線を組み合せたものである。(同図-16)は、縦線に斜線を組み合せたものである。(第37図-5) 

は、査の口縁部分である。口径12.6cmをはかり、外面はヨコナデを施し、内面下半には、面取り

様のおさえ痕が残っている。これは、 14世紀代の所産と忠われる。他に、費片が若干出土してい

る。

加賀古黛製品(第37図-4) 

加賀古窯の製品として図示したものは、片口鉢であるが、他に褒の小片が数点出土している。

この片口鉢は、内外面ともヨコナデ調整を行っていで、小砂粒を多く含んでいる。焼成は良好で

あり、指頭で片口を造っている。

珠洲古議製品(第36図ー17-19)

図示したものは、措鉢片であるが、その他に聾 ・壷片と思われるものが歓点出土している。揺

鉢片は、いずれも口唇部に術目波状文がめぐっているものであり、珠洲古家第V期(室町時代中

期、 15世紀頃)の所産であろう。

その他、焼成の悪い描鉢片(第37図ー 1-3)カ3認められるが、その生産地は不明である。

中世土師需(第37図ー6-9) 

6 6は口径7.0cm、8は6.2cmであり、いずれも肉厚である。 7は口径8.0cm、9，ま8.Ocmでこち

らはやや薄手のタイプである。 6と8及び図示しなかった 2点には、内底から口縁部にかけて、

タール状になったススが付着していたので灯明皿として使用したのではなかろうか。

舶載磁総(第37図ー10-13)

10は、口縁部が玉縁状になっているもので、やや育緑がかった白磁である。定黛系の製品であ

ろう。12・13ともシノギハ文を有する艇で、 13に比べではは、そのシノギハ文の幅が細くなって

いる。いずれも飽泉窯系青磁であろう。 11は、口径14.伽をはかる碗である。色調は、内外とも

褐色を呈している。

若杉古窯製品(第37図-14・15)

いずれも幕末の文化8年に開黛し、藩窯となった再興九谷焼系の若杉古家の染付の製品である。

その他、キセル(第37図ー16・17)、硯(同図ー18)などが出土しているが、年代は不明である。
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土器観察表(2 ) 

須 恵器 ・土 師 器等土 器色調 一 覧 5良恵器 ・土師器等土器胎土一 覧

@ 灰白色 ① 白色微妙位を少置含む

② やや符味がか令た灰白色
須
② 白色紗鐙を通.ff.合む

須
@ 脊味がか勺た灰白色 @ 白色紗胞を多鐘含む

@ 情味がか令た灰色 恵 @ 小.(:j・白色砂訟を少盛会む

@ t民 色 @ 小石 ・白色砂肢を多量に合む組tIな飴土

，恵 ⑥ 崎灰色 ~ @ 砂itをほとんど合ま ない良質の胎J:.

① 育灰色 ① 白色紗縫 ・小-6を微鑑合むが、良質の飴土

⑥ やや暗い情灰色

総
⑨ .~育灰色

土
@ 微妙nを少置合む良質の胎土

日曜 ⑨ 砂絃を少鑑合む

⑩ w味がか勺た灰白色 苦言 ⑬ 砂粒 ・小平3を多鼠ICftU揖l必な飴土

⑪ S酔灰尚色

土
⑬ Iil灰白色

⑮ 淡い瞳灰白色

鋪
⑬ やや自民い橿褐色

器
@ 綜燭色

ピット内出 土須恵器(第30図) 包含層出土須恵器(第30図 ・第 35図)

番号 器鍾
法 量 成形 ・鈎 . 色調

銭高E(ii 考 番号 器種
法 盆 成形 ・銅盤 色創

院成 。崎 考(ω〉 切り.し疲 飴土 (CII) 切り継しlIt飴土
内面ICスミ

12 t干身 口径IJ.8 !J!Jナヂ g ややロ溢12.0!I!Jナタ @ やや 付着(伝用 不良
1 t事竃

rn‘2.0 闘伝へ予切リ ① 良 侵1)
@ @ 
やや

往穴tn 13 E事 A 口径 8.4 !J!Jナヂ 不良

2 t平司E口径14.0ヨコナヂ @ @ やや 2 ~倒立 口径高12.5 ほ緬、他付近へ手刷 ③ @ やや不良 P II白土 14 t亭 身 審 3.8り !J~ナヂ 良

3 布台t蝿 ii:後 9.0
ヨコナヂ ② やや 4e2 錨立

① ⑥ 
やや

担l伝糸切リ @ 良 P 出土 15 iIli 係 &:径11.6ヨヨナヂ 良

16 Iili ~不 外耐カキ自 g やや 三四万方透またしはロ筏14.0 ② やや E量
4 無台1早

&:鐙 9.0
aヨナデ

③ 良 外，6i1c自然
ロ後16.0天{血JはF部へラ削り

① ⑥ 
やや
袖，Iu中付付観J央着?T、t)ζ{ 内ス

③ ③ 
17 k手董

務if~ 4.0 ロコナヂ 良
5 軍主 ロ縦22.09::Jナデ 良 P25出土 中央伶よげナヂ ミ 転

用

ヨコナヂ、内耐
① 外商に~fl

ピッ ト ・井戸 内出土土帥.器(第30図 ) 18 t早雀 口径11.6中央仕上げ.ナ @ 』員 付着E
ヂ

天1~締へラ 円IJ り ① @ 付内着面にスミ
aコナデ

内ス6付外号衝銅着立にス
19 主事 司監 ヨヨナヂ .G!. 

6 有台嶋 ほ後 7.4ナヂにより切り
@ やや

圏直し1Il1r1去
@ 良 20 E亭董 aョナデ 8 良好 外'刷婦、t場に自然P2出土

7 有台筑 Il:径 7.8
ヨコナデ @ やや 3号2緬$L 21 t事司E口径16.0

天JHISへラ削り ① 
良
外衝に臼然

自転糸切り @ 不良 P 出土 !J::Jナヂ ⑥ 紬付:n
8 '量 底118.4 ヨコナヂ

@ やや 3号2緬$L 22 t事蓋 口径16.4
天井ISへラ削り

① ① 良@ 不良 P 出土 他はヨコナデ

9 ff台嶋 EZ口EEE径EE-1473...07 5 ヨコナデ @ @ 
や~ I号井戸出 23 絡事E日後14.6!I::Jナヂ (伊やや良 土 良

隆曇口俊高径14.0 ヨコナヂ @ やや 1号弁戸出 口径14.2 @ やや
10 有台置邑 7.4 24 由民台係 底後10.6 ;J!Jナヂ

5.1 @伝糸切り ⑥ 良 土 雲南 2.9 @ 良

ES口E径後高1 1 •. 8 O ヨョナヂ ① やや l号井戸出
口径15.0

② ややIJ .台鳩 25 .台t早l¥:径IJ.2i)::Jナヂ
6 3.1 右回転糸切り ⑥ 良 土 liill 3.1 @ 良
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N 宇品 と め

第一小学校々地内漆町遺跡は、校舎建設当時における調査経緯はなく、従来ならば見逃しがち

な既存建物敷地内での新たな遺跡発見であった。位置的に、漆町遺跡という大規棋遺跡に隣接

しており、それゆえの調査実施であったとも言える。本校を境に、東は広大な田園地帯を維持し

て、カドミ関連事業に伴って発見された多くの遺跡をひかえている。一方西は、小松市街地から

東遷、拡大してくる宅地化がせまっている。現在の遺跡のひろがりは、あくまでも分布調査可能

区域であったこと、或いは、その必要区域となったことによって認定された範囲である。都市計

匝上の線引きに呼応するかの如き遺跡分布の実態を読みとるとき、宅地化という小開発の蓄積に

よっていずれは充填される地域にこそ、今後の遺跡保存の大きな課題が残されていると言える。

さで、本遺跡の遺構・遺物であるが、ともに、概して稀薄であったと言える。ただ、確実に生

活の場としての痕跡を充分にとどめるものであったのも事実である。時期的には、弥生時代末~

中世或いは近・現代にまでいたる遺物が検出されており、周辺遺跡群とは基本的に問機な性格を

もっでいる。そういった、長期にわたる生活の痕跡をもちつつ、本遺跡を舞台とした主要な生活

の場は、 liぽ二つの段階が想定されるものと言えよう。

月影期のものについては、器面の損傷や、組成的不充分さによって、良好な資料とはいいがた

いが、少ないながらも組成する各器穫の特徴は、当該期の基本的な属性を鍛えている。方形周溝

状遺構に関しでも、今後の類例の検討がまたれるところである。

掘立柱建物跡では、第1・第2プロックで、数点の須恵器が柱穴内から検出されており、ほぽ

平安時代中期を中心lこ比定されそうである。一方、これに隣接する井戸からは、 平安時代後期に

あたると考えられる土師器が一括出土しており、両遺構に若干のひらきがある。弁戸出土土器は

井戸中位の埋没過程に属するもので、掘立建物自体に認められる執劫な建て替えの痕跡とともに

考慮するとき、この時間幅が居住期間を示す可能性が高いと考えられる。

以上、本遺跡自体の遺存状況が決して良好とは言い難いことから、多くを語ることはできなか

ったが、漆町遺跡西端域での幅広い時期にわたる遺物の検出は、遺跡のひろがりを把躍するうえ

で、重要な資料を提供したものと思われる。

引用・参考文献

・石川県立埋厳文化財センター 1986 r漆町遺跡IJ

・金沢市教育委員会他 1985 r金沢市新保本町東遺跡・西遺跡』金沢市文化財紀要54

・上市町教育委員会 1981 r北陸自動車道遺跡調査報告一江上A遺跡・ 江上B遺跡』

-47-



第 l次調査1:>(åI~J笠前近封(上 : グラウンド状態、 下 : 盛砂除去状態)

図

版



図

2 

発技I1.U，t，Jj空間始 ・退問確認作業J止l批

近情ブラシ険1'1¥状況 (1. U 1><:) 3 ~~'i芯掘りl'け

3 ，}iぬ折iiりドげ 3，Nm失山状j兄



図

版

3

同/.i.ドIJS:泣物

3 i}b i必1:附勾 LUH1:状態 3 }} a -d i持完持11状況

方形Ji労j制R泣構造物山上状況 'i iJ /1: 



図

版

4

)jlf3J品桃状遺構迫物111'1ゴ:状況

IliJ上 同た11'(ドの炭化物片府

力・形問瀞~X遺柄、 8 ・ 9 号掘立完掘状況 10号海



図

1 - 5 乃銅仮住建物跡と 4 吟i，~i 6対・ 7g.*lj.).I.純ill物跡と4~}i芯

)1: I i *件食山状t兄 jド戸内遺物/1'， 1:状況

8乃9号掘立住穴内礎板出上状況



図

版

6

l次調査区完技Jl状況 (北西より) 向上 (北より)

2次調査区作業j瓜景 同左 ・10号滞の掘り下げ

10・z号瀧土l層推積状況 1号土拡遺物出土状況



~ 

図

版

7

2次，j!I，I?ili

10-2 } }i~'~ 

2次調合:12く

';dkti状i兄

発品li~~1古参加者



図

版

8

--l
 

-S
 

B

・
-

3号b-d i1y~ n'， 1:上出

3 ~;. a i必m土土ai

噂F
10乃湘 ・10-2け泌If'.上士24



図

版

9

!O・277議，"'， ， ~ L~(~j 

1 i;' U;'(，'I'，土十.出

位之d

)j形l占11制犬遺構出土土(d



図

版

叩

)j}f~ll'iJ ;待状iû桃山 1 : 1: r.:i 

竪穴状泣桃山 f:イJ鍛 :3 :;-b-di必HI上勾じ



:。

勾合併出土須忠器

図

版

H



図

版

ロ

包 ~MII '，土須恵、出 ・ 弁I i出土土向li掠 (沿ド段)



~ 

軍事

図

版

日

品，~・~~毛主号、j-鴨 居訟:匂免お~・

3軍司司、ータ掴rr
司自可-巳，-

1{ 

包fr.ii1山上土削i器(品上段) . J.i.・3到忠;措



図

版

M

ア朝時璽

df 

r一、正
、 ，， ~ι

倉 島/'

包含層出土中世以降造物

(7' 

?司司ーよー

噌咽・・・-.1



第一小学校々地内漆町遺跡

発掘調査報告書

~H1号 小総布教宵「号H-:I会
〒923石川県小総市小lb出町10番地
T E L (0761) 22-4111 

発行日 1987年3月30U

印刷者 アイワ印刷








	空白ページ
	空白ページ



